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特 集

J
A
て
ん
ど
う
第
5 3
回
通
常
総
代
会

す
べ
て
は
組
合
員
の
た
め
に
―
全
議
案
原
案
通
り
採
択

　

J
A
て
ん
ど
う
第
53
回
通
常
総
代
会

が
5
月
10
日
、
天
童
市
市
民
文
化
会
館
で

開
か
れ
ま
し
た
。
実
総
代
5
4
2
名
の
う

ち
4
7
1
名
（
本
人
4
2
8
名
、
委
任
32

名
、
代
理
2
名
、
書
面
議
決
9
名
、
出
席

率
86
・
9
%
）が
出
席
。
平
成
30
年
度
事

業
報
告
や
剰
余
金
処
分
案
、
平
成
31
度

事
業
計
画
、
役
員
選
任
な
ど
全
10
議
案

が
満
場
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
地
域
農
業
振
興
及
び

組
織
運
営
の
発
展
等
に
尽
力
さ
れ
た
後

藤
武
彦
氏
と
櫻
井
政
登
氏
へ
の
表
彰
（
特

別
表
彰
）、
山
形
県
啓
翁
桜
品
評
会
に
お

い
て
金
賞
・
花
き
研
究
会
会
長
賞
を
受
賞

さ
れ
た
遠
藤
正
紀
氏
と
第
42
回
ふ
じ
果

実
品
評
会
に
お
い
て
山
形
県
知
事
賞
を
受

賞
さ
れ
た
阿
部
隆
幸
氏
へ
の
表
彰
（
伝
達

表
彰
）
が
行
わ
れ
、
土
屋
博
昭
第
一
順
位

理
事
が
開
会
を
宣
言
し
ま
し
た
。

  

金
平
芳
己
代
表
理
事
組
合
長
は
挨
拶
の

中
で
、
昨
年
度
の
事
業
実
績
概
要
を
説
明

す
る
と
共
に「
農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、

平
成
30
年
産
米
か
ら
、
政
府
に
よ
る
生
産

数
量
目
標
が
廃
止
さ
れ
る
等
、
不
透
明
な

状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
農
地
中

間
管
理
機
構
へ
、一
本
化
さ
れ
る
こ
と
を
受

け
、
尚
一
層
、
担
い
手
への
農
地
集
積
を
推

薦
し
、
生
産
振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

農
協
改
革
特
別
集
中
推
進
期
間
が
、
今
年

の
5
月
で
最
終
段
階
と
な
り
ま
す
が
、
期

間
終
了
後
も
、
引
き
続
き
、
J
A
経
済
事

業
の
改
革
・
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
各
支
所
に
設
置
し
て
い

る
給
油
施
設
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
地
下
タ

ン
ク
の
耐
用
年
数
が
到
来
す
る
成
生
支
所

ス
タ
ン
ド
は
本
年
11
月
末
で
廃
止
し
ま
す

の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
残
り
2
支
所

の
ス
タ
ン
ド
に
つ
い
て
は
、
耐
用
年
数
等
を

考
慮
し
な
が
ら
、
支
所
間
に
不
公
平
感
が

な
い
様
、
廃
止
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
て
ん
ど
う
フ
ー
ズ
の
新
工
場

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
最
新
鋭
の
精
米
プ
ラ

ン
ト
と
高
機
能
の
配
送
セ
ン
タ
ー
を
駆
使

し
た
施
設
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
J
A
て

ん
ど
う
の
さ
ら
な
る
発
展
と
農
協
の
健
全

な
経
営
の
維
持
拡
大
を
図
り
、
信
頼
さ
れ

る
農
協
づ
く
り
の
た
め
、
常
に「
組
合
員

目
線
」で
身
近
で
拠
り
所
と
な
る
J
A
を

目
指
し
「
す
べ
て
は
組
合
員
の
た
め
に
」
を

合
言
葉
に
、
役
員
・
職
員
挙
げ
て
邁
進
し

て
ま
い
り
ま
す
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

山
本
信
治
天
童
市
長
、
赤
塚
幸
一
郎

市
議
会
議
長
、
森
谷
仙
一
郎
県
議
会
議

員
、
矢
吹
栄
修
県
議
会
議
員
、
後
藤
雅
喜

J
A
山
形
中
央
会
参
事
の
来
賓
の
方
々
よ

り
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

議
長
は
高
擶
地
区
総
代
の
山
本
清
志
氏

が
務
め
、一
層
の
財
務
適
正
化
と
健
全
経
営

の
維
持
拡
大
に
努
め
て
い
く
こ
と
を
申
し
合

わ
せ
ま
し
た
。

　

今
総
代
会
に
お
い
て
津
山
地
区
理
事
に

髙
橋
啓
一
理
事
、
理
事
参
事
に
後
藤
嘉
一

理
事
、
理
事
金
融
部
長
に
伊
藤
勝
理
事
が

そ
れ
ぞ
れ
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

写真左から　後藤武彦氏（干布支所）、櫻井政登氏（蔵増支所）、遠藤正紀氏（津山支所）、
阿部隆幸氏（山口支所）

       総務       営農経済        販売
天童 土屋 慎一郎 土屋 慎一郎
成生 ◎ 武 田  章 武 田  章 関  政 廣
寺津 大 石 貞 義 ◎ 大 石 貞 義
津山 髙 橋 啓 一 髙 橋 啓 一
山口 大山 修一郎  海 鋒  純 ○ 大山修一郎
高擶 ○ 長谷川 昭八 土 屋 昭 雄 遠 藤　 良 彦
干布 今 野 義 博 今 野 義 博 ◎ 佐 藤 和 美
蔵増 土 屋 博 昭 佐 藤 正 志 土 屋 博 昭
女性理事 ○ 武 田 美 幸 矢萩 かね子
全区域  結 城 武 雄 結 城 武 雄

令和元年度 理事会委員会構成簿

◎委員長　○副委員長
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鈴
立
山
若
松
寺
で
4
月
4
日
、
平
成
31

年
度
総
合
事
業
推
進
目
標
必
達
祈
願
式

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
組
合
の
関
係
者
約

30
名
が
参
加
し
「
各
部
門
と
子
会
社
の
目

標
必
達
」
お
よ
び
「
天
童
市
農
業
協
同
組

合
、
㈱
く
み
あ
い
燃
料
セ
ン
タ
ー
、
㈱
天

童
青
果
市
場
、
㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
て
ん
ど
う

フ
ー
ズ
の
役
職
員
・
社
員
全
員
の
身
体
堅

固
・
交
通
安
全
・
家
内
安
全
」
と
異
常
気

象
に
よ
る
農
業
被
害
が
な
い
こ
と
を
祈
願

し
ま
し
た
。

　
厳
か
に
祈
願
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、
金

平
芳
己
代
表
理
事
組
合
長
は
「
昨
年
は
異

常
気
象
絡
み
の
不
順
な
天
候
な
が
ら
、
職

員
・
社
員
が
協
力
し
て
目
標
を
達
成
で
き

た
。
改
正
農
協
法
が
施
行
さ
れ
4
年
目
に

な
り
色
々
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
職
員
・

社
員
が
一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
ょ
う
」

と
挨
拶
。
そ
の
後
、
各
所
属
長
へ
金
平
組

合
長
よ
り
御
札
が
手
渡
さ
れ
、
平
成
31
年

度
に
向
け
て
気
持
ち
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

　
当
組
合
は
4
月
4
日
、
天
童
市
内
12
ヶ

所
の
小
学
校
新
入
学
児
童
に
給
食
の
米
飯

用
弁
当
箱
5
8
0
個
と
子
供
向
け
農
業

情
報
誌
「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
」
1
年
分
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

　
当
組
合
に
よ
る
市
内
の
小
学
1
年
生
へ

の
弁
当
箱
寄
贈
は
、
子
供
達
の
健
や
か
な

健
康
と
、
緑
豊
か
な
大
地
に
根
付
く
農
業

に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
行

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
は
、
昭
和
54
年

か
ら
始
ま
り
今
年
で
41
年
目
。ス
ヌ
ー
ピ
ー

が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
弁
当
箱
を
用
意
し
ま

し
た
。

　
相
澤
一
彦
教
育
長
は
、「
全
国
で
も
珍

し
い
取
り
組
み
で
、
子
ど
も
達
の
体
力
作

り
に
極
め
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

今
後
も
継
続
し
て
頂
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
山
口
果
実
出
荷
組
合
は
4
月
16
日
、
天

童
市
山
口
地
区
に
あ
る
高
瀧
山
不
動
尊
で

豊
作
祈
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
代
表
者
や

J
A
職
員
ら
13
名
が
出
席
し
、
作
業
の
安

全
と
豊
作
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
「
今
年
も
無
事
に
不
動
尊
ま

で
来
る
こ
と
が
で
き
た
。
昨
年
は
農
作
業

事
故
が
無
く
、
豊
作
の
良
い
年
で
し
た
。
今

年
も
無
事
故
で
豊
作
に
な
る
こ
と
を
願
い

た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
高
瀧
山
高
光
院
に
て
瀧
口
廣

尊
主
に
よ
る
お
祓
い
（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

市
内
の
小
学
校

新
１
年
生
へ
寄
贈

弁
当
箱
寄
贈

2
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平
成
31
年
度
事
業
に
向
け
て

総
合
事
業
推
進
目
標

必
達
祈
願
式

1

　

去
る
5
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第

53
回
通
常
総
代
会
終
了
後
の
臨
時
理
事
会

に
お
き
ま
し
て
、
理
事
参
事
の
ご
承
認
賜
り
、

三
部
理
事
参
事
の
後
任
を
務
め
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。よ
ろ
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
や
日
Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
の
締
結
な
ど

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
に
も
増
し

て
、
厳
し
く
な
って
き
て
お
り
ま
す
。こ
の
よ

う
な
中
、
天
童
市
農
協
で
は「
農
業
者
の
所

得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の

活
性
化
」
を
基
本
目
標
と
し
、経
済
事
業
を

中
心
に
自
己
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
今

後
と
も
組
合
員
皆
様
か
ら
身
近
で
拠
り
所

と
な
る
様
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
特
段

の
ご
指
導
・
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
様
、お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

理
事
参
事

後
藤 

嘉
一

　

去
る
5
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
第

53
回
通
常
総
代
会
に
お
い
て
、
学
識
経
験
理

事
と
し
て
ご
承
認
を
賜
り
、
ま
た
総
代
会

終
了
後
の
臨
時
理
事
会
に
お
い
て
理
事
金
融

部
長
に
選
任
い
た
だ
き
ま
し
た
。
組
合
員
の

皆
様
に
は
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
政
府
に

よ
る
減
反
政
策
の
廃
止
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
11
・
日

Ｅ
Ｕ
・
Ｅ
Ｐ
Ａ
に
よ
る
農
畜
産
物
の
輸
出
入
の

懸
念
な
ど
、内
外
と
も
大
変
厳
し
い
状
況
下

に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
中
、
J
A
て
ん
ど
う
の
自
己
改

革
を
さ
ら
に
進
め
、
組
合
員
・
地
域
の
皆
様

よ
り
選
ば
れ
る
J
A
を
目
指
し
て
ま
い
り

ま
す
。
自
己
研
鑽
に
励
み
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
ご
指
導
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
様
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

理
事
金
融
部
長

伊
藤 

勝

理事のご紹介

蔵増地区／
代表理事組合長

金平 芳己

蔵増地区／
第一順位理事

土屋 博昭

成生地区／

武田 章
津山地区／

髙橋 啓一
高擶地区／

長谷川 昭八
干布地区／

佐藤 和美
全区域／
女性理事

武田 美幸

成生・蔵増地区／
代表監事

那須 秀敏

寺津・高擶・
干布地区／

大内 啓司

全区域／
常務（経済担当）

結城 武雄

天童地区／

土屋 慎一郎
寺津地区／

大石 貞義
山口地区／

海鋒 純
高擶地区／

遠藤 良彦
全区域／
女性理事

矢萩 かね子

全区域／
理事金融部長

伊藤 勝

天童・津山・
山口地区／

景澤 和彦

山口地区／
代表理事専務

滝口 勉

干布地区／
第二順位理事

今野 義博

成生地区／

関 政廣
山口地区／

大山 修一郎
高擶地区／

土屋 昭雄
蔵増地区／

佐藤 正志
全区域／
常勤監事

山口 久雄

全区域／
員外監事

楢岡 祐史

監事のご紹介

常
勤
役
員
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

平
成
31
年
度
に
向
け
て

山
口
果
実
出
荷
組
合

豊
作
祈
願
祭

3
全区域／
理事参事

後藤 嘉一
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て
ん
ど
う
販
売
目
標
と
し
て
、
グ
ル
ー
プ

全
体
で
2
2
5
億
円
の
販
売
高
を
か
か
げ
、

出
席
者
全
員
で
そ
の
必
達
を
誓
い
ま
し
た
。

　
5
月
13
日
、
農
協
組
織
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
の
普
通
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
者
は
、
写
真
左
か
ら
久
野
本
第
2

実
行
組
合
長
や
実
行
組
合
長
会
副
会
長
な

ど
を
歴
任
さ
れ
た
天
童
支
所
の
石
澤
忠
嗣

氏
、
成
生
果
樹
組
合
組
合
長
や
本
所
果
樹

部
会
副
部
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
た
成
生

支
所
の
武
田
弘
幸
氏
、
蔵
増
果
樹
部
会
部

会
長
や
本
所
果
樹
部
会
副
部
会
長
を
歴
任

さ
れ
た
蔵
増
支
所
の
落
合
啓
三
氏
、
3
名

に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
5
月
15
日
、
天
童
市
農
業
セ
ン
タ
ー
で

水
稲
苗
質
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
各
地
区
の
調
査
田
か
ら
持
ち
寄
ら
れ
た

品
種
ご
と
1
0
0
本
づ
つ
採
取
し
た
苗

を
、
①
草
丈
②
第
一
葉
ま
で
の
高
さ
（
第
一

葉
鞘
）
③
苗
の
葉
の
枚
数
（
葉
齢
）の
3
項

目
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
苗
の
生
育
状

況
を
み
る
調
査
。

　
J
A
担
当
者
は
持
ち
寄
ら
れ
た
苗
を
一

本
一
本
手
に
し
て
調
査
し
、「
苗
の
生
育
は
、

育
苗
前
半
の
適
度
な
低
温
が
あ
り
平
年
よ

り
徒
長
せ
ず
、
茎
が
太
い
充
実
し
た
苗
と

な
っ
て
い
る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

さ
く
ら
ん
ぼ
の
管
理
に
つ
い
て

NEWS　TOPICS&

TACとは／「地域農業の担い手に出向くＪＡ担当者」の愛称を単協・連合会が一体（チーム）となって地域農業をコーディネートするという意味を持つ
Team for Agricultural Coordination の頭文字をとって「T･A･C」と決定。【キャッチコピー】 Tとことん、A会って、Cコミュニケーション!!
※ＴＡＣという言葉にさらになじんでもらうために提唱。

　
い
よ
い
よ
６
月
に
入
り
、さ
く
ら

ん
ぼ
の
収
穫
シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り

ま
す
。忙
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、

農
作
業
事
故
に
は
十
分
注
意
し
、作

業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
の
さ
く
ら
ん
ぼ
は
生
育
が

昨
年
よ
り
３
～
４
日
遅
く
、平
年
並

み
に
進
ん
で
い
ま
す
。管
理
作
業
を

徹
底
し
、
高
品
質
生
産
に
努
め
ま

し
ょ
う
。

○
着
色
管
理
の
ポ
イ
ン
ト

　
果
実
と
葉
に
ま
ん
べ
ん
な
く
光
を

当
て
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
枝
つ
り

や
誘
引
、葉
摘
み
な
ど
で
光
を
届
け

ま
し
ょ
う
。

　
下
が
り
枝
は
大
枝
の
側
枝
が
上

向
き
に
な
る
よ
う
に
誘
引
し
ま
し
ょ

う
。重
な
り
枝
は
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー

ス
へ
誘
引
し
て
く
だ
さ
い
。過
度
な
葉

摘
み
を
防
ぎ
、着
色
管
理
の
効
率
が

上
が
り
ま
す
。

　
葉
摘
み
作
業
の「
早
す
ぎ
」、「
摘

み
過
ぎ
」
は
着
色
を
阻
害
し
て
し

ま
い
ま
す
。
ま
た
、葉
か
ら
十
分
に

養
分
が
来
な
い
こ
と
に
は
、大
き
く
、

甘
く
な
り
ま
せ
ん
。過
度
な
葉
摘
み

は
品
質
低
下
、翌
年
の
花
芽
が
充
実

不
足
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

葉
摘
み
作
業
で
取
る
葉

・ま
め
葉（
小
さ
い
葉
）

・枝
下
の
果
実
に
挟
ま
っ
た
葉

・枝
上
の
果
実
に
か
ぶ
さ
っ
た
葉

　
品
質
低
下
防
止
の
た
め
短
果
枝
当

り
大
き
い
葉
を
最
低
４
枚
残
し
、ま

め
葉
や
果
実
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ
た
小

さ
い
葉
を
摘
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

反
射
資
材
の
設
置

　
反
射
資
材
は
、地
面
の
50
％
程
度

の
設
置
で
充
分
効
果
が
あ
り
ま
す
。

着
色
の
仕
上
が
り
具
合
、収
穫
後
半

に
高
温
が
続
く
場
合
は
反
射
シ
ー
ト

を
除
去
し
ま
し
ょ
う
。

○
ウ
ル
ミ
果
防
止
対
策

　
ウ
ル
ミ
果
の
防
止
に
は
次
の
条
件

の
改
善
が
重
要
で
す
。

・着
色
期
の
高
温

・着
色
期
の
日
照
不
足

・着
果
量
の
多
い
園
地

・過
度
の
葉
摘
み

・土
壌
水
分
の
過
多

　
葉
が
働
け
る
環
境
を
作
り
、適
期

収
穫（
後
半
は
熟
度
重
視
）を
行
い

ま
し
ょ
う
。

○
農
作
業
事
故
防
止

　
さ
く
ら
ん
ぼ
は
高
所
で
の
作
業
が

多
く
な
り
ま
す
。
あ
せ
ら
ず
、無
理

の
な
い
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
危
険
な
箇
所
、危
険
な
作
業
を
事

前
に
確
認
す
る
こ
と
が
安
全
の
第
一

歩
で
す
。
　

・�雨
除
け
施
設
の
ク
ラ
ン
プ
や
マ
　
　
　

イ
カ
線
の
位
置
、状
態

・脚
立
や
高
所
作
業
車
の
不
具
合

・�地
面
や
施
設
が
濡
れ
て
滑
り
や
す

く
な
っ
て
い
な
い
か
な
ど
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

安
全
作
業
の
注
意
点

①
動
き
や
す
い
服
装・滑
り
に
く
い
靴

②�

脚
立
に
は
必
ず
チ
ェ
ー
ン
。
最
上

段
に
は
上
ら
な
い

③�

高
所
作
業
車
は
周
囲
や
頭
上
を

よ
く
確
認

④
で
き
る
だ
け
複
数
人
で
作
業
を

⑤
休
憩・休
息・水
分
補
給

TAC通信

を
す
ま
せ
、
代
表
者
ら
は
平
成
31
年
度
に

対
す
る
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
4
月
19
日
、市
内
の
道
の
駅
に
あ
る
「
サ

ン
・
ピ
ュ
ア
」
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に

伴
い
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
執
り

行
わ
れ
、
山
本
信
治
天
童
市
長
を
は
じ
め
、

各
関
係
機
関
の
方
々
や
開
店
を
待
ち
わ
び

る
お
客
様
な
ど
約
1
0
0
名
が
出
席
し
ま

し
た
。

　
金
平
芳
己
代
表
取
締
役
会
長
は
「
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
で
店
舗
面
積
を
以
前

の
2
倍
に
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
伴
い
、
地
元
の
安

全
・
安
心
な
農
畜
産
物
の
品
揃
え
を
充
実
し

な
が
ら
み
な
さ
ん
に
お
買
い
求
め
い
た
だ
け

る
よ
う
、
社
員
一
丸
に
な
っ
て
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、こ
れ
か
ら
も
「
サ
ン
・
ピ
ュ
ア
」

を
ご
利
用
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　
そ
の
後
、
紅
白
饅
頭
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
餅

の
ふ
る
ま
い
、
将
棋
駒
の
手
彫
り
実
演
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り
多
く
の

人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
平
成
31
年
度
天
童
市
農
協
農
畜
産
物

生
産
安
定
・
農
作
業
安
全
祈
願
祭
を
4
月

22
日
、
天
童
市
市
民
文
化
会
館
で
開
催
し

ま
し
た
。

　
各
地
区
の
実
行
組
合
長
や
生
産
組
織
の

代
表
者
、
市
関
係
者
、
J
A
役
職
員
ら
約

2
0
0
名
が
出
席
。
神
事
が
行
わ
れ
、
平

成
31
年
度
の
農
産
物
生
産
安
定
と
農
作
業

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
金
平
芳
己
代
表
理
事
組
合
長
は
「
昨
年

は
、
猛
暑
・
干
ば
つ
な
ど
の
異
常
気
象
が
重

な
り
、
農
作
物
に
厳
し
い
年
と
な
り
ま
し

た
が
、
目
標
を
超
え
る
実
績
を
上
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
気
象
条
件
が

作
柄
に
大
き
く
影
響
す
る
と
予
測
さ
れ
ま

す
が
、
各
部
門
研
修
会
を
積
極
的
に
開
催

し
、
農
業
振
興
を
目
指
す
と
と
も
に
、
安

全
安
心
な
農
業
生
産
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
」
と
挨
拶
し
、
昨
年
の
状
況
を
振
り
返

り
「
今
年
度
は
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間

の
最
終
年
を
迎
え
、
農
業
者
の
所
得
増
大
、

農
業
生
産
の
拡
大
、
地
域
活
性
化
、
の
実

現
を
目
指
し
、
今
後
と
も
更
な
る
改
革
を

組
合
員
皆
様
と
一
緒
に
な
り
進
め
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
農
畜
産
物
生
産
安
定
と
農
作

業
安
全
の
目
標
達
成
に
必
要
な
果
樹
、
米
、

畜
産
、
野
菜
、
農
作
業
機
械
の
そ
れ
ぞ
れ
の

事
項
を
宣
言
。
続
い
て
、
平
成
31
年
度
J
A

「
サ
ン
・
ピ
ュ
ア
」

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

㈱
ジ
ェ
イ
エ
イ
て
ん
ど
う
フ
ー
ズ

苗
の
生
育
状
況
は
？

水
稲
苗
質
調
査

4

7

農
協
組
織
に

尽
力
さ
れ
た
方
々
へ

普
通
表
彰

6

生
産
安
定
・
農
作
業
の
安
全
と
、

販
売
高
2
2
5
億
円
の

必
達
を
誓
う

平
成
31
年
度
天
童
市
農
協

農
畜
産
物
生
産
安
定
・

農
作
業
安
全
祈
願
祭

5
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やさいの育て方
た の し い 家 庭 菜 園 Vol.1

〈
秘
伝
豆
の
栽
培
〉

晩
生
種
・日
本
一の
香
り
・
青
い
ダ
イ
ヤ

甘
さ
・
コ
ク
・
食
感
の
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
良
さ
、香
り
、冷
凍

保
存
し
て
も
莢さ
や

が
変
質
し
に
く
い
。

加
工
原
料
と
し
て
も
、豆
腐
・
む
き

豆
・
味
噌
・
納
豆
に
い
た
る
ま
で
幅
広

く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

圃
場
選
定

排
水
良
好

（
梅
雨
期
・
秋
雨
期
に
水
が
た
ま
ら

な
い
）

P
H
6
〜
6.5（
大
豆
は
石
灰
を
好
む
）

有
機
質
の
多
い
畑

（
大
豆
は
地
力
で
作
ら
れ
る
）

連
作
は
さ
け
る

播
種
〜
生
育

時
期
…
・
6
月
下
旬
〜
7
月
上
旬

120
日
前
後
で
収
穫
期
に
達
し
ま
す
。

秘
伝
は
秋
大
豆
で
す
。

早
ま
き
す
る
と
、
樹
が
大
き
く
な
り

莢さ
や

を
付
け
る
の
を
わ
す
れ
ま
す
。
結

果
不
良
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
早
ま

き
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

畦
巾
75
〜
100
　
株
間
45
　
日
光
が
当

た
る
よ
う
に
広
く
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

土
寄
せ
は
増
収
効
果
が
高
い
の
で
本

葉
3
〜
4
枚
頃
に
子
葉
位
置
ま
で

5
〜
6
枚
頃
に
第
一
本
葉
の
位
置
ま

で
そ
れ
ぞ
れ
土
寄
せ
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
開
花
期
に
高
温
や
水
分
不
足

に
な
る
と
、
落
下
や
落
莢
が
多
く
な

り
ま
す
。
莢さ
や

が
付
い
て
も
実
が
ふ
く

ら
ま
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

トマトのはなし

や
さ
い
の
中
で

日
本
一
の
消
費
量
！

トマトは、ビタミンC、カロテン（体内でビ
タミンAになる）、リコピン（活性酸素を消
す作用をもつ）を多く含み、栄養や機能
性に優れたやさいです。

トマトは強い光を好み、多湿を嫌います。
生育適温は20 ～ 30℃で、栽培では比
較的冷涼で昼夜の温度差が大きいと有
利です。

県内の夏秋産地としては、大蔵村を中心
とした最上地域で5月上旬～ 6月中旬に
定植、秋おそくまで収穫が多く、栽培され
ます。大玉、中玉、ミニ、赤、黄、オレン
ジなど色も形もさまざまな品種が各種苗
メーカーより販売されています。

協力／株式会社 上町のタネ（山形市）

協力／株式会社�上町のタネ（山形市）�

定
例
理
事
会
提
出
議
案
（
議
案
書
よ
り
一
部
抜
粋
）

◎
平
成
31
年
4
月
末
日
現
在
事
業
実
績
検
討
並
び
に

営
農
指
導
事
業
報
告
に
つ
い
て

◎
自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
の
変
更
に
つ
い
て

◎
業
務
報
告
書
及
び
連
結
業
務
報
告
書
に
つ
い
て

◎
信
用
事
業
運
営
体
制
の
あ
り
方
検
討
の
と
り
ま
と

め
に
つ
い
て

◎
決
算
監
事
監
査
に
対
す
る
回
答
書

実績状況（平成31年4月末現在）

貯金額 56,831,685千円

預金額 40,817,809千円

貸付額 8,169,194千円

購買品供給高 479,585千円

販売品販売高 137,289千円

㈱くみあい燃料センター売上高 249,566千円

㈱天童青果市場売上高 206,971千円

㈱ジェイエイてんどうフーズ売上高 2,111,267千円

理
事
会
だ
よ
り
2019年

5
月

やさい
紹介
Vol .1

幼根 直根

稚皮
子葉

子葉

10日目

移
植
す
る
場
合
は

10
～
15
日
が
目
安

（
初
生
葉
が
展
開
時
）

本葉

初生葉

土寄せ

土寄せ

第一本葉節

発芽から土寄せまで
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令和2年度 天童市農協新規採用職員情報

天童市農協は、下記により新規採用職員を募集いたします。

●応募資格／
令和2年3月末までに専門学校・短大・大学卒業見込者および
既卒者で、天童市内の各事務所・事業所・関連施設に通勤可
能な方

●主な業務／
JA事業全般（金融部門、共済部門、経済部門、営農販売部門）

●募集期間／随時

●選考試験／ SPI-3、小論文

詳しくは、当組合ホームページにて職員採用情報をご確認くだ
さい。http://www.jatendo.or.jp

●お問い合わせ／
総務部人事教育課　TEL.023-653-5111

不正改造は犯罪です。知らなかったでは済まされません。
不正改造を実施した者
6ヶ月以下の懲役又は30万円以下の罰金
不正改造車の使用者
整備命令の発令
●タイヤおよびホイールの車体（フェンダー）外へのはみ出し
●基準外ウイングの取り付け
●クリアレンズ等不適切な灯火器および回転灯などの取り付け
●運転者席・助手席の窓ガラスへの着色フィルム貼り付け

●旅行期間／ 2019年11月7日～ 8日
●旅行代金／ 32,800円　●募集人数／ 240名様
●お問い合わせ／各支所（店）JAてんどう旅行センター　
TEL.023-653-5465

●旅行期間／第1班目：2019年12月  9日～ 12日
　　　　　　第2班目：2019年12月10日～ 13日
●旅行代金／ 178,000円　●募集人数／ 120名様
●お問い合わせ／各支所（店）JAてんどう旅行センター　
TEL.023-653-5465

「梅沢富美男」劇団 芝居と歌謡・舞踊ショー
貸切公演と鉛温泉 愛隣館 2日間の旅

JAてんどうの翼　第8弾
ハウステンボスと北九州世界遺産巡り  4日間

不正改造車排除

～ 6月9日 吉野石膏コレクション
近代日本絵画名作展［第 1期］／天童市美術館

～ 6月24日 広重 山河の美／広重美術館

～ 6月中
季節体験 ぐるぐるバスケット／
天童市西沼田遺跡公園

～ 8月25日 斎藤真一 放浪記／出羽桜美術館

6月1日 第 31回くちびる美人コンテスト／天童温泉

6月2日
モンテディオ山形ホームゲーム 山形 vs鹿児島／
NDソフトスタジアム山形

6月8日
『ぷよぷよ eスポーツ』山形県代表決定戦を開催 !／
イオンモール天童

6月15日
モンテディオ山形ホームゲーム 山形 vs水戸／
NDソフトスタジアム山形

6月17日 小林幸子コンサート／天童市市民文化会館

6月29日
モンテディオ山形ホームゲーム 山形 vs柏／
NDソフトスタジアム山形

6月30日 夏の大祓い「茅の輪くぐり」／建勲神社

I N F O R MAT I O N

撮
影
に
参
加
し
て
く
れ
る
3
〜
6
歳

ぐ
ら
い
の
元
気
な
お
子
様
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
掲
載
さ
れ
た
方
に
は
、
L
版

＆
A
4
版
プ
リ
ン
ト
（
額
入
り
）
を
各

2
枚
プ
レ
ゼ
ン
ト
い
た
し
ま
す
。

※
順
番
待
ち
に

な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
少
々
お
時

間
を
い
た
だ

く
場
合
が
あ

り
ま
す
。

父
・
信
行
さ
ん
、
母
・
恵
梨
奈
さ
ん
、
兄

聖
蓮
く
ん
、
弟
・
暖
く
ん
、
祖
父
・
信
一

さ
ん
、
祖
母
・
い
ち
子
さ
ん
、
曾
祖
母
・

ふ
さ
さ
ん
の
8
人
家
族
で
す
。
樹

い
つ
き

く
ん

は
、
明
る
く
元
気
で
活
発
な
男
の
子
で

す
。
畑
が
大
好
き
で
ト
ラ
ク
タ
ー
や
草

刈
り
機
に
乗
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
ハ
プ
ニ

ン
グ
だ
ら
け
で
す
が
、
楽
し
く
生
活
し

て
い
ま
す
。

表紙撮影：調所英太郎（フロット）　ヘアメイク：水戸智花（HAIRWORK GEGE）お問い合わせは／ JAてんどう総務部    TEL.023-653-5111

表
紙
の
写
真

伊
藤 

樹い
つ
き 

く
ん
﹇
3
歳
﹈

5
‐
6
月

表
紙
モ
デ
ル
募
集

枠にはまらない純日本発信パーティファンク!
この一枚であなたを激しく揺らします!
ボーカルのMasaはFM山形「お前のモノは
俺のモノ!!」のパーソナリティとして番組も4
年目に突入、その他にもイベントのMCなど
マルチな活動を展開している。

二人目のジャイアン／
Keep On Music　2,500円（税抜）

フレディ・マーキュリーの半生を中心に、伝
説のロック・バンド“クイーン”による名曲誕
生の瞬間や、華やかな活躍の裏にあった知
られざる葛藤を描き出すドラマ。熱狂！感
涙！喝采！魂に響くラスト２１分俺たちは永
遠になる。

ボヘミアン・ラプソディ
4,700円（税抜）

CD

横浜市歴史博物館、話題の「大おにぎり
展」が増補書籍化となりました！日常にあり
ふれた食べ物である「おにぎり」の歴史を、
現代のおにぎりから出発して、文献や絵図、
遺跡から出土する炭化米塊から起源にせま
り、コメの調理方法の変化についても掘り
下げます。

見るだけで楽しめる！
おにぎりの文化史 
おにぎりはじめて物語
横浜市歴史博物館 監修
河出書房新社　￥1,650（税抜）

BOOK

BD/DVD

協力：TENDO八文字屋　TEL.023-658-8811　http://www.hachimonjiya.co.jp※イベント情報は 2019年 5月20日現在のものです。
　都合により予告なく変更になる場合がございます。予めご了承ください。

TENDO八文字屋のおすすめ商品

読者のひろば　6 月／ J u n e

6月のイベント

11 JA TENDO 10



※ポイント／梅干しを細かくたたく際に、お好みでしその葉を入れるとさ

らにおいしくなります。
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大興産業株式会社　JAてんどう女性部　共同企画

つくってみよう！エーコープの酢料理
今月号より女性部料理コーナーが新しくなりました！

① 鶏むね肉…繊維を断ち切るようにそぎ切りにし、ボウルに入れて

酒、しょうゆを加えてもみ込み、5分置いて片栗粉をまぶす。

　青じそ…せん切り。

　梅干し…種を取り、包丁で細かくたたく。［※ポイント］

② ☆合わせだれを合わせる。

③ フライパンに油を入れて熱し、鶏むね肉を加えて弱火で両面焼き

色がつくように焼く。

④器に盛り、②の合わせだれをかけて、青じそをのせる。

新広報担当です。よろしくお願いします。さくらんぼの季節となりました。

生産者の皆様、体調管理に十分に気をつけて、農作業事故が無いよう

に頑張ってください。（S.R）

編集後記（2019.5-6）

鶏むね肉／ 400ｇ（酒／大さじ 2、しょうゆ／大さじ 1）

片栗粉／大さじ 4、油／大さじ 2、青じそ／ 5枚

☆合わせだれ

梅干し／ 4個、エーコープ ほめられ酢／ 100cc

材料／ 4人分

つくりかた

JAてんどう
www.jatendo.or.jp

鶏むね肉の梅照り焼き

Vol.1

（写真左から）
小内優さん、山﨑紀子さん

JAてんどう女性部
フレッシュミズ部会

大興産業商品は、
ふれあい営農センターで
ご購入いただけます。

ほめられ酢
大興産業

5-6

JAてんどう
www. jatendo.or . jp
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